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問　
学
校
給
食
の
食
材
価
格

の
高
騰
が
続
い
て
い
る
が
、

来
年
度
以
降
の
給
食
費
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞

く
。

答　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
の
影

響
で
、
急
激
に
物
価
が
上

問　
小
中
学
校
の
教
職
員
不

足
と
生
徒
数
に
見
合
っ
た

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
、
市
の
対
応
を
聞
く
。

答　
教
職
員
の
配
置
状
況
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
５
月

時
点
で
学
級
担
任
が
未
配

置
の
学
校
は
な
か
っ
た
が
、

少
人
数
授
業
の
た
め
の
加

配
教
員
や
専
科
教
員
が
配

置
で
き
て
い
な
い
学
校
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
年
度
途

中
の
欠
員
に
対
す
る
代
替

教
員
の
確
保
が
困
難
と
な

り
、
管
理
職
が
授
業
を
行

う
場
合
も
あ
る
。
臨
時
講

師
の
確
保
に
向
け
て
は
、

県
教
育
委
員
会
に
強
く
求

問　
高
齢
者
の
認
知
症
に
関

す
る
支
援
や
予
防
の
取
り

組
み
状
況
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、
あ
か
し
オ
レ

ン
ジ
手
帳
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
な
ど
に
使
用
で
き
る

無
料
券
の
配
布
、
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
支
給

な
ど
に
よ
り
認
知
症
の
人

と
家
族
を
支
援
し
て
き
た
。

 

　
ま
た
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
学
び
、

手
助
け
を
す
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
を
企
業
や
学
校
等
に
働

き
か
け
て
い
る
。さ
ら
に
、

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
や

養
成
講
座
の
ス
タ
ッ
フ
な

ど
と
し
て
活
動
す
る
地

域
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
７
月
か
ら
は
、
認

知
症
の
人
の
社
会
参
加

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

も
始
め
た
。

 

　
認
知
症
予
防
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
認
知

症
の
危
険
因
子
と
さ
れ

る
難
聴
に
対
応
す
る
た
め
、

補
聴
器
の
購
入
費
に
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

あ
さ
ぎ
り
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
専
用
教
材
を
使
っ

て
脳
の
健
康
づ
く
り
を
図

る
「
み
ん
な
で
脳
力
ア
ッ

プ
教
室
」
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
だ
。

問　
あ
か
し
教
育
プ
ラ
ン
の

基
本
理
念
に
掲
げ
る
地
域

全
体
で
人
を
育
て
る
こ
と

の
一
環
と
し
て
、
市
内
の

全
中
学
校
で
開
催
さ
れ
て

い
る
数
学
・
英
語
応
援
団

事
業
の
現
状
を
聞
く
。

答　
同
事
業
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
基
礎
学
力
の
確
実

な
向
上
を
図
る
た
め
、
地

域
の
人
材
を
活
用
し
た
学

習
支
援
を
行
う
取
り
組
み

で
あ
る
。
放
課
後
に
１
回

当
た
り
１
〜
２
時
間
程
度
、

数
学
と
英
語
を
中
心
に
年

間
約
20
回
開
催
し
て
お
り
、

多
い
学
校
で
は
30
人
以
上

が
参
加
し
て
い
る
。
全
て

の
学
年
を
対
象
と
し
て
い

る
が
、
部
活
動
の
あ
る
１
、

２
年
生
の
参
加
は
少
な
く
、

受
験
に
向
け
て
学
習
意
欲

の
あ
る
３
年
生
が
多
い
。

指
導
は
、
教
員
Ｏ
Ｂ
や
地

域
住
民
、
大
学
生
な
ど
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
る
。

 
  

事
業
実
施
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
９
割
以
上
の

生
徒
が
参
加
し
て
よ
か
っ

た
、
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
も
生
徒
の
意
欲
的
で

真
剣
な
姿
に
教
え
が
い
を

感
じ
た
と
回
答
が
あ
り
、

取
り
組
み
の
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。

め
て
い
く
と
と
も
に
、
名

簿
登
録
者
以
外
に
も
依
頼

を
行
っ
て
い
る
。

 

　
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、

生
徒
数
の
増
加
に
伴
う
教

室
数
の
不
足
に
対
し
、
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
の
整
備
な
ど

で
対
応
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
運
動
場
が
狭
く
な

 

っ
た
学
校
は
あ
る
が
、
体

育
の
授
業
は
、
時
間
割
や

実
施
種
目
を
調
整
す
る
こ

と
で
支
障
な
く
実
施
で
き

て
い
る
。
今
後
も
予
算
を

し
っ
か
り
と
確
保
し
対
応

す
る
考
え
だ
。

昇
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
食
材
価
格
の
高
騰
は
著

し
く
、
全
国
の
学
校
給
食

現
場
で
食
材
調
達
に
多
大

な
影
響
が
出
て
い
る
。

 

　
本
市
は
、
今
年
度
の
２

学
期
と
３
学
期
に
、
国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

 
交
付
金
を
活
用
し
、

食
材
費
の
物
価
上
昇

相
当
分
と
し
て
、
１

食
当
た
り
小
学
校
で

29
円
、
中
学
校
で
30

円
を
公
費
負
担
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
き
た
。
当

面
、
食
材
価
格
は
今

の
状
況
が
続
く
と
予

想
さ
れ
、
保
護
者
か
ら
の

給
食
費
だ
け
で
は
、
給
食

の
質
と
量
を
維
持
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
来
年
度
も
保
護
者

に
新
た
な
負
担
は
求
め
ず
、

市
が
今
年
度
と
同
等
の
公

費
負
担
の
継
続
を
検
討
し

て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に

　
支
援
の
取
り
組
み
広
げ
る

小中学校の教育環境
教職員と教室の不足

予算を確保し対応

学校給食の食材費高騰

保護者負担軽減のため

増額分の公費負担を継続

質と量は維持（東部学校給食センター）

みんなで脳力アップ教室

基
礎
学
力
向
上
へ

数
学
・
英
語
応
援
団

取
り
組
み
状
況
は

問　
現
在
、
稲
美
町
に
あ
る

県
立
い
な
み
野
特
別
支
援

学
校
の
児
童
生
徒
の
７
割

が
、
明
石
市
内
か
ら
通
学

し
て
い
る
。
近
年
、
在
籍

者
が
急
増
し
、
過
密
状
態

問　
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
の
期
間
は
、
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
で
あ
る
。
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
問
題
に
つ

い
て
、
本
市
の
見
解
と
啓

発
に
向
け
た
取
り
組
み
を

聞
く
。

答　
こ
の
問
題
は
、
突
然
拉

致
さ
れ
た
被
害
者
が
、
帰

国
す
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、

北
朝
鮮
に
強
制
的
に
居
住

さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

非
常
に
痛
ま
し
い
犯
罪
事

件
で
、
わ
が
国
に
対
す
る

主
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も

に
、
極
め
て
重
大
な
人
権

侵
害
事
象
で
あ
る
。

 

　
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
に
お
い
て
、
地
方
公

共
団
体
に
は
、
国
と
連
携

し
て
国
民
世
論
の
啓
発
に

努
め
る
責
務
が
明
記
さ
れ

て
お
り
、
本
市
で
は
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ

配
布
、
パ
ネ
ル
展
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

 

　
今
年
度
は
、
国
・
県
と

と
も
に
映
画
「
め
ぐ
み
」

の
上
映
会
を
開
催
し
、
こ

の
中
で
国
の
担
当
者
か
ら

政
府
の
取
り
組
み
状
況
の

説
明
が
あ
る
予
定
だ
。

問　
救
急
れ
ん
ら
く
ば
ん
は
、

１
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
中

心
に
令
和
４
年
11
月
時
点

で
８
５
０
０
人
に
配
布
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
運
用
状

況
と
配
布
対
象
を
拡
大
す

る
考
え
が
な
い
か
、
市
の

見
解
を
聞
く
。

答　
救
急
れ
ん
ら
く

ば
ん
は
、
氏
名
・

生
年
月
日
と
い
っ

た
本
人
情
報
や
緊

急
連
絡
先
、
か
か

り
つ
け
医
、
担
当

す
る
民
生
委
員
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
を
記
載
し
た

用
紙
を
冷
蔵
庫
に

貼
り
付
け
て
お
き
、

本
人
が
体
調
不
良

で
症
状
を
説
明
で
き
な
い

と
き
に
、
発
見
者
や
救
急

隊
、
搬
送
先
の
医
療
機
関

が
そ
れ
を
参
考
に
、
速
や

か
な
対
応
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
。

 

　
現
在
の
運
用
状
況
は
、

民
生
委
員
が
１
人
暮
ら
し

高
齢
者
台
帳
へ
登
録
す
る

際
に
行
う
調
査
訪
問
時
と
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
時

な
ど
に
配
布
し
て
い
る
。

今
後
は
、
１
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
以
外
で
も
支
援
を

必
要
と
す
る
人
や
、
そ
の

同
居
家
族
な
ど
に
配
布
範

囲
を
拡
大
で
き
な
い
か
検

討
を
進
め
て
い
く
。　
　

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市

立
の
特
別
支
援
学
校
を
開

校
で
き
な
い
か
。

答　
県
は
、
知
的
障
害
児
を

対
象
と
す
る
特
別
支
援
学

校
を
令
和
４
年
に

西
宮
市
に
開
校
し

た
。
６
年
に
は
川

西
市
に
開
校
し
、

そ
の
後
は
東
播
磨

地
域
に
も
開
校
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

３
年
夏
ご
ろ
に
、

県
か
ら
市
教
育
委

員
会
に
対
し
、
１

万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
土
地
を
提
供
で
き
な
い

か
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
規
模
の
土
地
は

難
し
い
た
め
該
当
な
し
と

回
答
し
た
。
一
方
、
市
長

は
知
事
に
対
し
、
明
石
公

園
内
に
あ
る
旧
明
石
市
立

図
書
館
跡
地
に
開
校
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

 

　
今
後
も
、
県
に
対
し
て

教
員
人
事
権
の
移
譲
な
ど

を
求
め
つ
つ
、
子
ど
も
た

ち
に
良
好
な
教
育
環
境
を

確
保
す
る
た
め
の
課
題
を

整
理
し
、
市
立
と
し
て
開

校
す
る
こ
と
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

過密状態の解消へ

特別支援学校の新設
市立も含めて検討

毎年12月に啓発週間

北朝鮮による拉致問題
市は啓発に努める

救急れんらくばん

緊急連絡先などを冷蔵庫に

必要な人へ配布拡大を

在籍者が急増するいなみ野特別支援学校

速やかな対応につなげる


